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最
近
、
学
校
現
場
の
先
生
方
か
ら
、
や
る

気
が
な
い
子
、
す
ぐ
に
も
の
ご
と
を
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
く
な
り
、
そ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
は
概
し
て
、
自
分
に
自
信

が
な
く
、
意
欲
に
欠
け
、
お
と
な
し
く
、
自

己
肯
定
感
が
低
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の

子
ど
も
は
い
る
も
の
で
、
当
然
、
教
師
の
心

配
の
対
象
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
意
欲
的
で
辛

抱
強
い
子
ど
も
よ
り
も
、
や
る
気
や
意
欲
の

低
い
子
ど
も
の
方
が
目
立
ち
、
教
師
の
関
心

が
集
中
し
や
す
い
の
も
確
か
で
あ
る
。た
だ
、

ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
長
年
の
経
験
を
通
し
て
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
子
ど
も
た
ち
が
増
加

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
以
上
、
そ
の
背
景

要
因
と
対
応
策
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
「
や
る
気
・
意

欲
・
辛
抱
強
さ
・
自
信
・
自
己
肯
定
感
」
な

ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
心
理
学
の
分
野
で
は

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
犯

罪
者
や
非
行
少
年
な
ど
は
、
概
し
て
自
己
肯

定
感
が
低
い
こ
と
か
ら
、
自
己
肯
定
感
と
犯

罪
や
非
行
と
の
因
果
関
係
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
い
じ
め
の
体
験
者
、
犯
罪
被
害

者
、
家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
期
に
虐

待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
を
体
験
し
た
者
、
自
殺
願

望
の
強
い
者
も
自
己
肯
定
感
が
低
い
こ
と
か

ら
、
自
己
肯
定
感
に
基
づ
く
心
理
的
サ
ポ
ー

ト
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

現
代
人
の
精
神
的
な
健
康
や
生
活
の
質
を
考

え
る
上
で
も
、
自
己
肯
定
感
は
重
要
な
概
念

と
な
っ
て
い
る
。

最
近
の
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
表
す

良
い
例
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
国
立
青

少
年
教
育
振
興
機
構
（
２
０
１
５
）⑴
に
よ

る
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
韓
国
の
４

カ
国
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
自
己
肯
定
感

に
関
す
る
調
査
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
ら
４
カ

国
の
高
校
生
の
自
己
否
定
的
な
感
情
を
持
つ

者
の
割
合
が
、
日
本
（
72
・
５
％
）、
中
国

（
56
・
４
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
45
・
１
％
）、

韓
国
（
35
・
２
％
）
の
順
序
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
日
本
人
高
校
生
の
自
己
否
定
的
な
感

情
認
知
が
４
カ
国
中
で
最
も
高
い
と
の
提
言

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
調
査
で
は
、

自
己
肯
定
感
に
お
け
る
他
の
要
因
と
の
比
較

検
討
も
行
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
野
外
体

験
（
野
菜
や
果
実
の
栽
培
や
収
穫
、
虫
捕
り

や
動
物
の
飼
育
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
）
の
多

い
者
は
、
４
カ
国
と
も
自
己
肯
定
感
、
正
義

感
・
思
い
や
り
行
動
、
自
主
自
立
意
識
な
ど

が
高
く
、
反
対
に
自
己
否
定
的
な
思
考
が
低

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
要
素
と
し
て
、
様
々
な
問
題
解
決
に
応

じ
た
自
己
の
意
思
決
定
行
動
が
有
効
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
野
外
活
動
で
は
、
予
測

困
難
な
問
題
へ
の
対
処
が
必
要
な
た
め
、
そ

れ
ら
の
経
験
が
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高

め
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
野
外

活
動
体
験
の
４
カ
国
比
較
に
お
い
て
も
、
日

本
の
子
ど
も
の
体
験
率
は
低
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
今
後
、
何
ら
か
の
手
段
に
よ
る
機
会

の
増
加
が
望
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
己
肯
定
感
と
似
た
用
語
と

し
て
、
自
尊
感
情
や
自
己
有
能
感
、
そ
し
て
、

自
己
効
力
感
（self-effi

cacy

）
と
い
う
用

語
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
自
己
認
知
に
関
す
る

重
要
な
心
理
学
用
語
で
あ
る
が
、
自
己
肯
定

感
と
自
尊
感
情
は
、
ど
ち
ら
も
英
語
で
は

self-esteem
（
前
者
はself-affi

rm
ation

と
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
で
あ
り
、
類
似

し
た
内
容
で
構
成
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最
後
に
提

示
し
た
自
己
効
力
感
（self-effi

cacy

：
以

後
、「
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
」）⑵
に
つ
い

て
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
問
題
と
の
関
係

に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
。
セ
ル
フ
エ
フ
ィ

カ
シ
ー
と
は
、「
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
必

要
と
さ
れ
る
適
切
な
行
動
を
自
分
で
選
択

し
、
実
行
す
る
能
力
を
個
人
が
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
か
と
い
う
可
能
性
の
認
知
」
を
示
す

も
の
で
、
自
分
の
行
動
に
対
す
る
見
込
み
感

や
達
成
へ
の
信
念
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
子
ど
も
が
学
習
へ
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ

シ
ー
を
高
く
感
じ
て
い
る
場
合
、
勉
学
に
熱

心
に
取
り
組
む
可
能
性
が
高
く
な
り
、
そ
の

た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
失
敗
や
難
し
い

場
面
に
遭
遇
し
て
も
諦
め
な
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
こ
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
は
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
心
理
学
者
で
あ
る

バ
ン
デ
ュ
ー
ラ
の
提
唱
す
る
社
会
的
認
知
理

論
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
、動
機
づ
け（
モ
ー

テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
や
継
続
性
（
ア
ド
ヒ
ア

ラ
ン
ス
）
と
の
正
の
相
関
も
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
、
認
知
行
動
療
法
や

行
動
変
容
理
論
の
中
核
を
占
め
る
重
要
な
概

念
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ル
フ
エ
フ
ィ

カ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
の
研

究
も
進
ん
で
お
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
師

に
と
っ
て
活
用
し
や
す
い
有
効
な
概
念
だ
と

言
え
る
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ

シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
が
、
①
達

成
体
験
（
小
さ
な
成
功
体
験
の
連
続
）、
②

モ
デ
リ
ン
グ
（
他
者
の
成
功
体
験
や
理
想
的

な
行
動
の
観
察
）、
③
言
語
的
説
得
（
他
者

か
ら
褒
め
ら
れ
る
な
ど
の
好
意
的
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
）、④
生
理
的
な
気
分
の
高
揚
（
気

分
感
情
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
高
揚
に
伴
う
身
体

的
な
変
化
）、
⑤
イ
メ
ー
ジ
体
験
（
自
分
や

他
者
の
課
題
達
成
や
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
化
）
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も
全
国
模
試
の
平
均
で
勝
つ
！
＂
を
学
校
の

標
語
に
す
る
」、「“
ラ
イ
バ
ル
の
Ｂ
校
野
球

部
に
だ
け
は
絶
対
に
勝
つ
！
＂
と
部
室
の
黒

板
に
大
き
く
書
い
て
お
く
」
な
ど
は
日
常
茶

飯
で
あ
る
。
子
ど
も
の
伸
長
を
期
待
し
た
相

対
的
な
比
較
は
、鼓
舞（
刺
激
）・
奮
起（
反
応
）

と
い
う
指
導
側
・
被
指
導
側
に
も
わ
か
り
や

す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
で
、
兄
弟
姉
妹
や
仲
の
良
い
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
比
べ
ら
れ
た
経
験
は
、
多
く

の
人
の
心
に
苦
い
思
い
出
と
し
て
刻
ま
れ
て

い
る
。
特
に
、
勉
強
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
子
ど
も
は
、「
成
功

し
、
褒
め
ら
れ
、
気
分
が
高
揚
す
る
」
と
い

う
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
向
上
の
機
会
に
恵

ま
れ
、
さ
ら
に
伸
び
る
様
子
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
教
育
的
な
成
功
事
例
と
し
て
認
識

さ
れ
や
す
い
。
そ
の
一
方
で
、
下
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
る
子
ど
も
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

「
成
功
体
験
が
得
ら
れ
ず
、
褒
め
ら
れ
た
り
、

喜
び
を
実
感
す
る
経
験
も
な
く
、
む
し
ろ
失

望
感
を
体
験
す
る
」
た
め
、
セ
ル
フ
エ
フ
ィ

カ
シ
ー
の
向
上
機
会
が
失
わ
れ
る
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
失
望
・
無
力
を
学
習
し
て
し
ま
う

学
習
性
無
力
感（
注
１
）
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
特
に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
の
繰

り
返
し
は
、
ク
ラ
ス
内
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を

作
り
、
子
ど
も
の
間
に
劣
等
感
・
嫉
妬
心
が

生
ま
れ
、
人
間
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
学
校
や
ク
ラ
ス

へ
の
帰
属
意
識
も
低
下
し
、
学
校
は
つ
ま
ら

な
い
場
所
と
な
り
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
問

題
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
改
善
策
と
し
て
、
上
述

し
た
行
動
科
学
の
理
論
を
応
用
し
た
学
校
で

の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
習

熟
度
・
興
味
関
心
（
レ
デ
ィ
ネ
ス
）
に
応
じ

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
（
意
思
決
定
バ
ラ
ン
ス
）
を
理

解
し
、
各
要
因
へ
の
効
果
的
な
働
き
か
け
に

よ
り
、
行
動
変
容
を
図
る
わ
け
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
教
師
や
親
が
、
行
動
変
容
ス
テ
ー
ジ

を
見
極
め
、
各
子
ど
も
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
応

じ
た
対
応
、
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
向
上
の

た
め
の
工
夫
、運
動
す
る
こ
と
へ
の「
メ
リ
ッ

ト
を
強
く
意
識
」
さ
せ
て
「
デ
メ
リ
ッ
ト
へ

の
意
識
を
低
下
」さ
せ
る
働
き
か
け
に
よ
り
、

そ
の
子
の
運
動
へ
の
意
欲
・
動
機
づ
け
の
向

上
を
通
し
て
、
運
動
の
習
慣
化
が
期
待
で
き

る
。
教
室
で
の
学
習
活
動
や
部
活
動
、
家
庭

学
習
な
ど
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
Ｔ
Ｔ

Ｍ
の
よ
う
な
行
動
科
学
の
基
礎
理
論
を
教
師

や
部
活
動
指
導
者
、
そ
し
て
親
が
十
分
に
理

解
し
て
応
用
す
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
。

一
方
、
学
校
現
場
で
の
現
状
を
見
る
と
、

未
だ
に
他
者
と
の
競
争
原
理
を
利
用
す
る
方

法
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
期

末
試
験
の
得
点
の
上
位
10
名
を
返
却
時
に
発

表
す
る
」、「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
順
位
表
を

教
室
内
に
掲
示
す
る
」、「“
隣
の
Ｂ
校
よ
り

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
教

師
や
親
は
、
子
ど
も
に
「
成
功
で
き
る
よ
う

な
課
題
を
与
え
、
模
範
と
な
る
モ
デ
ル
を
提

示
し
て
観
察
さ
せ
、
課
題
遂
行
時
の
理
想
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
で
き
た
時
に
は
褒
め
る
」

と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
成
功
や
伸

長
を
実
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
子
に
と
っ
て
、
少
し
だ

け
背
伸
び
し
た
ら
達
成
で
き
る
よ
う
な
課
題

を
見
極
め
ら
れ
る
こ
と
、
上
手
に
褒
め
る
こ

と
、
良
い
行
動
モ
デ
ル
を
提
示
で
き
る
こ
と

が
、
教
師
や
親
の
腕
の
見
せ
所
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
某
予
備
校
が
Ｃ
Ｍ
や
広
告
で
大
々

的
に
宣
伝
し
て
い
る
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

方
式
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
な
ど
は
、
セ

ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
高
め
な
が
ら
学
習
意

欲
を
促
進
さ
せ
る
典
型
的
な
方
法
で
あ
り
、

同
様
に
「
で
き
る
」
と
い
う
感
覚
を
子
ど
も

の
心
の
中
に
養
う
こ
と
は
、
学
校
の
授
業
や

部
活
動
で
も
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
応
用
し
た

行
動
変
容
理
論
の
一
つ
に
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
大
学
の
心
理
学
者
で
あ
る
プ
ロ
チ
ャ
ス

カ
の
ト
ラ
ン
ス
セ
オ
レ
テ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル

（T
ranstheoretical M

odel for Behavior 
Change

：
以
後
、「
Ｔ
Ｔ
Ｍ
」）⑶
が
あ
る
。

図
１
に
示
す
よ
う
に
、
Ｔ
Ｔ
Ｍ
で
は
、
①
行

動
変
容
ス
テ
ー
ジ
、
②
変
容
プ
ロ
セ
ス
、
③

セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
、
④
意
思
決
定
の
バ

ラ
ン
ス
の
四
つ
の
要
素
が
相
互
に
関
係
し
な

が
ら
、
人
間
の
行
動
変
化
を
捉
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
子
ど
も
に
運
動
習
慣
を
つ
け
さ
せ

た
い
場
合
、
そ
の
子
の
運
動
へ
の
興
味
関
心

が
ど
の
程
度
な
の
か
（
レ
デ
ィ
ネ
ス
：
準
備

段
階
）、
ど
れ
く
ら
い
の
運
動
課
題
な
ら
遂

行
で
き
る
見
込
み
感
を
持
っ
て
い
る
の
か

（
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
）、
運
動
に
対
し
て

特集 若年者の自己肯定感を高めるために

た
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
の
編
成
な
ど
、
環
境

適
応
に
配
慮
し
た
対
応
、
他
者
や
他
集
団
と

の
相
対
評
価
を
基
準
と
し
た
競
争
原
理
や

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
活
用
で
は
な
く
、「
前

回
よ
り
ど
れ
だ
け
伸
び
た
か
を
示
す
」
と
い

う
個
人
内
の
変
化
（
伸
び
し
ろ
）
に
着
目
し

た
評
価
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
は
、
子

ど
も
た
ち
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
高

め
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
最
近
注
目

さ
れ
て
い
る
課
題
解
決
型
学
習
（Project 

Based Learning

）、参
加
型
学
習
（A

ctive 
Learning

）
な
ど
は
、
教
師
と
子
ど
も
た

ち
と
の
対
話
の
機
会
が
増
え
、
セ
ル
フ
エ

フ
ィ
カ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
の
介
入
機
会
の

促
進
に
も
つ
な
が
る
。
大
き
な
枠
組
み
は
変

え
ら
れ
な
く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
教
育
方

法
で
の
工
夫
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
や

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
が
変
わ
る
可
能
性
が

あ
る
。
子
ど
も
の
意
欲
の
向
上
が
、
教
師
の

意
欲
も
高
め
、
教
育
現
場
が
や
る
気
と
活
気

に
満
ち
た
創
造
的
な
場
へ
と
変
わ
る
相
乗
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

【
引
用
文
献
】

⑴
　
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

（
２
０
１
５
）「
高
校
生
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る

調
査
報
告
書
―
日
本
・
米
国
・
中
国
・
韓
国
の
比

較
―
」

⑵
　
ア
ル
バ
ー
ト
・
バ
ン
デ
ュ
ー
ラ
（
本
明
寛
・
野

口
京
子 

監
訳
）「
激
動
社
会
の
中
の
自
己
効
力
」

⑶
　P

rochaska, J., et al. (2008) T
he 

T
ranstheoretical M

odel and Stage of 
C

hange. H
ealth behavior and health 

education: theory, research, and practice. 
John W

iley &
 Sons. 

（
注
１
）
学
習
性
無
力
感
と
は
、「
長
期
に
わ
た
っ
て

ス
ト
レ
ス
を
回
避
で
き
な
い
環
境
に
置
か
れ
た
場

合
、
そ
の
状
況
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
努
力
も
行

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
現
象
。
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図１　トランスセオレティカルモデルのイメージ
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